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1. ミルクアーゼは脱脂粉乳の分散剤 として使用ざれ

る。ミル クア ーゼはプロテア ーゼ，アミラ ーゼお よびリ

パーゼの ３成分からなる混合酵素である。脱脂粉乳に対

するプロテアーゼの作用を調べ，プ ロテアーゼの活性力

とプロテアーゼにアス コルビン酸ナトリウ ムを添加した

ものの活性力 とを比較した。

2. タンパク質 の分解物量はチロシン法によって求め

た。脱脂粉乳に対 しプ ロテアーゼを,  0.0,0.1,0. 2,0.3,･

0.4,0. 5wt％ 添 加して分解物量を求めた。上記の量のプ

ロテアーゼに対 しアス コルビン酸ナトリ ウムlOOmg を添

加し，添 加しない 場合 と比較した。活性力 を求めるとき

には標準物質 とし てカゼイ ンを用い た。

3. プ ロテアーゼの添 加量が増加 すると脱 脂粉 乳の分

解 物量も増加し た。プ ロテアーゼを添 加し た上，アスコ

ルビン酸ナトリムをlOOmg 加える と分解 物量は 加えな

かっ たときよりもずっ と増加 した。これは アスコルビン

酸 ナトリウムがプ ロテアーゼの作用 を過度 に促進し たた

め と思 われる。前 回報 告のミルクアーゼの脱 脂粉 乳にお

よぼす影響と今回のミ ルクアーゼの１成分 のプ ロテアー

ゼの研 究結果 からミルクアーゼの中に含 まれ てい るプ ロ

テアーゼの量は/≪量以下 では ないか と推測 される。


